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Cosmetics in the Aging Society 

-The cosmetics program for elderly women in the nursing home-
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Abstract 

In prior studies (ex. lnami and Hama, 1993), we highlighted the e百ectivenessof the use of cosmetics for巴Id

erly women in a nursing home in Japan, as one of an effective tool for activating their emotions. We furth巴rhy-

pothesized that the use of cosmetics would contribute to heightening their self-esteem, and intended to implement 

a cosmetics-using program for their mental rehabilitation. The following main points were discussed: 1) Elderly 

women’s (n = 109, m = 82.3 years old, range= 65-93 years old) attitudes toward the use of cosmetics, and when 

and why they stopped using it. 2) The methodology and the purposes we had on the cosmetics-using program. 

Through these discussions above, we sugg巴st巴dproposals concerning the relationship between their use of cos-

metics and the extent of the increase in their self-care. 

Key words: elderly women, nursing home for the巴lderly,emotional activation with cosmetics methods, self-

care. 

1.はじめに

高齢化社会といわれる今日，全国の病院や高齢者向

け施設において，介護スタッフや看護婦 （土）・作業

療法士のほか，理美容士などのボランティアを中心に，

高齢女性を対象とした「化粧療法jが広く行われてい

る。女性であれば，経験的かっ日常的に，程度の個人

差こそあれ，化粧の効果を感じられるものである。利

用者・職員ともに女性が多数を占めるそのような施設

という環境において，化粧が受け容れられやすいのは

容易に納得しうることであり，化粧療法が施設内活動

のーメニューとして定着しつつあるのも当然のなりゆ

きであるように思われる。しかしながら，現場での化

粧療法実践の進展に対して，それらを本来の意味での

心理療法の一手法とみなすには，理論的に，方法論的

に，いまだ検討の途上であることもまた否めないのが

現状であろう J）。
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化粧することによる社会的 ・心理的効果について

は，健康な成人女性はもとより，精神科でのうつ病患

者や精神分裂病患者への適用2)'3），老人保健施設での

老人性痴呆症の女性への適用4）などを通じて，臨床的

にも検討がなされてきた。成人女性を対象とした基礎

研究においては，素顔よりも化粧後のほうが自信と満

足感が高まり，快方向への活性化が促進されること

や5），生理的にも，化粧中に活性と脱活性とが生じる

過程が示唆されている6）。それらの化粧研究に関する

諸知見を臨床的に活かそうとする試みのなかで，われ

われは老人保健施設を利用する高齢女性に対して，化

粧を用いた情動活性化療法 いわゆる 「化粧プログラ

ム7）」 を試みている。

本論においては，まず，高齢女性と化粧との関わり

について述べ，次に，施設利用中の高齢女性を対象と

した化粧プログラムについて現況を報告する。最後に，

その効果を，ある特定の問題行動だけではなく，対象
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